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新嘗祭とは…
　毎年11月23日の勤労感謝の日
に、天皇陛下が皇居内の神

し ん か で ん

嘉殿で
五穀豊

ほ う じ ょ う

穣を神に感謝する宮中
祭
さ い し

祀です。
　それに先立って行われる献穀
献納式は、新嘗祭で使用する米と
粟を、各都道府県からそれぞれ１
人ずつ選ばれた農家が、天皇陛下
に直接献納する行事です。

　
11
月
13
日
、
教
育
委
員
会
制
度

改
革
に
基
づ
く
新「
教
育
長
」に
11

月
15
日
付
け
で
就
任
す
る
現
教
育

長
の
遠
藤
健
悦
氏
と
、
新
た
に
教

育
委
員
に
就
任
す
る
髙
橋
優
子
氏

に
、
田
村
正
彦
市
長
か
ら
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に「
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
」が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

教
育
委
員
会
制
度
が
変
更
。
こ
れ

に
よ
り「
教
育
委
員
長
」と「
教
育

長
」が
一
本
化
し
、
新
た
な
責
任

者
と
し
て「
教
育
長
」を
置
く
こ
と

に
な
り
、
10
月
10
日
の
市
議
会
臨

教
育
委
員
会
が
新
体
制
に
な
り
ま
し
た

　市は11月８日、「働くヒトの未来を創るワークシ
フトインフラの構築」をビジョンに掲げる株式会
社grooves（本社：東京都港区 代表取締役：池見
幸浩。以下、グルーヴス）、株式会社岩手銀行（代
表取締役頭取：田口幸雄）およびいわぎん事業創造
キャピタル株式会社（代表取締役社長：稲垣秀悦）
と連携し、地域の人材確保に関する課題解決にお
いて協働して取り組むことを記者発表しました。
　本連携の第１弾として、グルーヴスが推進する
地域貢献副業プロジェクト「Skill Shift（スキルシ
フト）」において実証実験事業を市内企業向けに実
施します。【地元企業向け勉強会は23㌻に掲載】
■「Skill Shift（スキルシフト）」とは
　本業があり高い業務スキルを持つ人材を副業と
して受け入れるプロジェクトです。

宮中で催された新
にいなめさい

嘗祭に
小山田和義氏が精粟献上

　平成29年度新嘗祭献穀献納式は10月23
日、皇居の賢所参集所で行われました。式
には、小山田和義氏（67）＝浅沢第1＝が県
代表として夫婦で出席。天皇陛下に精粟（ゆ
いこがね）５合（0.9㍑）を献納しました。

時
会
に
お
い
て
議
会
の
同
意
を
得

て
遠
藤
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
▼

市
長
が
直
接
教
育
長
を
任
命
す
る

こ
と
に
よ
る
任
命
責
任
の
明
確
化

▼
教
育
行
政
責
任
者
の
明
確
化
▼

緊
急
時
対
応
の
迅
速
化
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
田
村
市
長
は「
教
育
委
員
会
制
度

が
変
わ
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
存
分
に
発
揮
し
、
安
定
し
た
教

育
環
境
の
継
続
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
の
任
期
は
3
年
、
教
育

委
員
の
任
期
は
4
年
と
な
り
ま
す
。

教育長および教育委員の氏名と任期
役職 氏名 任期

教育長 遠藤 健悦 平成29年11月15日から
平成32年11月14日まで

教育
委員

伊藤 政行 平成26年11月15日から
平成30年11月14日まで

羽沢 憲英 平成26年11月15日から
平成30年11月14日まで

宮野 朋士 平成28年11月15日から
平成32年11月14日まで

髙橋 優子 平成29年11月15日から
平成33年11月14日まで

左から順に、宮野委員、伊藤委員、遠藤教育長、
羽沢委員、髙橋委員（11月14日、委員会終了後）

　地方で求める人材は、大都市の企業に集中し高
待遇で勤めており人材の格差は広がるばかり。ま
た、地方において都市部の人材を採用しようとす
れば転職者の「移住」が伴い、人材確保において難
易度が高まります。そこで、昨今の「働き方改革」
により「副業」を解禁する企業の高い業務スキルを
持つ人材を地方企業とマッチング。市への人材の
流動性を高め、交流機会を増やします。

両陛下にお会いし、精粟を
献上した小山田和義氏と妻
の涼子さん

副業受け入れプロジェクト始動
大都市企業のノウハウを取り入れるチャンス！

自治体

商工会（企業） Skill Shift
副業解禁企業

（正社員）

参加登録

大
都
市

地
方

就学・就職による
人口流出

就
職

◆地方企業側のメリット
○安く専門性の高い業務ノウハウの享受
○現場社員の育成　など

◆正社員側のメリット
○他社での経験による成長機会
○移住・転職前のお試し　など

副業

副業受け入れプロジェクトイメージ図

東
八
幡
平
病
院
院
長
含
め
３
人
が

県
保
健
医
療
功
労
者
表
彰
を
受
賞

（写真左から）及川忠人院
長、山口芳光栄養部長、
古川順勝副部長

　
県
保
健
医
療
功
労
者
表
彰
式
は
11
月
８

日
、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て（
盛
岡
市
）で

執
り
行
わ
れ
、
元
岩
手
郡
医
師
会
長
で
、

現
在（
一
財
）み
ち
の
く
愛
隣
協
会
が
運
営

す
る
東
八
幡
平
病
院
長
の
及
川
忠た
だ
と人
さ
ん

（
71
）＝
盛
岡
市
＝
、
同
病
院
栄
養
部
長
の

山
口
芳よ
し
み
つ光さ

ん（
63
）＝
滝
沢
市
＝
、
介
護

老
人
保
健
施
設「
希の
ぞ
み望
」栄
養
管
理
部
副
部

長
の
古
川
順じ
ゅ
ん
か
つ
勝
さ
ん（
49
）＝
小
屋
の
沢
＝

が
保
健
医
療
功
労
者
県
知
事
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
本
表
彰
は
、
保
健
医
療
分
野

で
長
年
に
わ
た
り
活
動
を
行
い
、
功
績
の

あ
っ
た
個
人
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
受
賞
に
つ
い
て
、
及
川
院
長
は「
本
協

会
の
全
職
員
に
対
す
る
表
彰
を
代
表
し
て

３
人
が
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
受
賞
を
励
み
に
、
今
後
さ
ら
に
地
域

住
民
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
、
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
モ

デ
ル
を
目
指
し
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

食
品
衛
生
管
理
の
発
展
に
貢
献

県
央
保
健
所
長
感
謝
状
を
受
賞

　
平
成
29
年
度
食
品
衛
生
関
係
表
彰
式
は

11
月
16
日
、
な
か
や
ま
荘
に
隣
接
す
る
友

好
都
市
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
執
り
行
わ

れ
、
食
品
衛
生
功
労
者
と
し
て
㈲
安
比
高

原
牧
場
代
表
取
締
役
の
小
岩
司
朗
さ
ん
、

食
品
衛
生
優
良
施
設
と
し
て
ア
ル
プ
八
幡

平（
オ
ー
ナ
ー
＝
片
野
正
子
さ
ん
）へ
県
央

保
健
所
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
食
品
衛
生
分
野
で
長
年
に

わ
た
り
営
業
施
設
の
発
展
に
貢
献
し
、
功

績
の
あ
っ
た
個
人
や
他
の
模
範
と
な
る
優

良
施
設
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　
小
岩
代
表
取
締
役
は「
受
賞
を
励
み
に
、

よ
り
一
層
食
品
衛
生
の
管
理
に
努
め
た

い
」、
片
野
オ
ー
ナ
ー
は「
今
後
も
講
習
会

で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
た
い
」

と
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　県教育表彰（事績顕著者表彰）の伝達式は11月１
日、岩手県民会館で執り行われ、社会教育分野で
は平舘高校PTAが、教育行政分野では市教育委員
の伊藤政行さんが受賞しました。本表彰は、教育
分野で長年にわたり教育行政に尽力・推進に寄与
した個人・団体を顕彰するものです。
　受賞について、同校PTA会長の橋本さんは「長年
の生徒への支援活動が評価され受賞につながった。
今後も引き続き頑張っていきたい」、伊藤さんは「今
後も子どもたちが不自由なく学べるよう、教職員
と児童・生徒たちの環境づくりに取り組んでいき
たい」と抱負を述べました。

伊藤政行教育委員と平舘高校PTAが
県教育表彰（事績顕著者表彰）を受賞

伊藤 政行 さん（67）
市教育委員

＝中平笠＝
橋本 光幸 さん（49）
平舘高校PTA会長

＝浅沢第２＝

小岩 司朗 さん
（60）

㈲安比高原牧場
代表取締役

＝東＝

アルプ八幡平
オーナー

片野 正
ま さ こ

子 さん
（61）

＝温泉郷＝

旭日単光章（地方自治功労）
　元・安代町議会議員

小山田 耕三 さん（88）
＝浅沢第１＝

高
齢
者
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　小山田耕三さんは、昭和51年11月
に安代町議選挙で初当選。その後、
平成４年11月まで議員を務めました。
　任期中は、産業建設常任委員長や
議会運営委員長を歴任するなど、町
勢の発展に尽力されました。
　小山田さんは「４期16年間、１日
も休まず、議員活動に努めてきまし
た。今回の受章は身に余る光栄です。
これも地域の皆さまと家族の支えの
おかげです」と感謝しました。
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